






































































































































































Friedrich Bollnow, 1903 ～ 1991）は「人間とは何かという問いは、われわれは何を為すべきかという
問いと円環になっている」と、哲学的人間学と教育学を結合し、教育の場面で起こる個々の諸現象の人
間学的解釈を通して人間を全体として理解しようと試みた（和田 1982：70）。













































































































































































・ ・ ・ ・
ましいと考えている人間の成長の状態」に向かうのは、子どもの
そばにいる大人が「望










・ ・ ・ ・ ・ ・
育によって子供ははじめて人間とな
るのであり、したがって教育こそ、人間としての発達の必
・ ・ ・ ・
須条件」（傍点、著者）と規定する（ランゲフェ













































1 ） 例えば、鯨岡峻 2016「さらに乳幼児期の『教育』を考える」全国私立保育園連盟『保育通信』No.733　16 －
20、近藤幹生 2015「保育の中の教育をとらえる視点」『保育問題研究』274 新読書社 17 － 27、山内紀幸 2014「『子
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